
12
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
１
３
０
号
「︵
仮
称
︶

三
原
市
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン

タ
ー
建
設
工
事
請
負
契
約
の

変
更
に
つ
い
て
」

　
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
で
、
地

下
に
廃
棄
物
の
存
在
が
確
認

さ
れ
、
こ
の
処
理
の
た
め
本

体
工
事
の
着
手
が
４
ヵ
月
程

度
遅
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
履

行
期
限
を
変
更
す
る
。

問  

廃
棄
物
、
汚
染
土
壌
を

新
た
に
確
認
し
た
と
い
う
こ

と
で
あ
る
が
、
土
壌
確
認
の

検
査
を
事
前
に
行
い
、
設
計

の
段
階
か
ら
工
事
日
程
に
入

れ
る
べ
き
で
は
。

答  

こ
の
契
約
は
、
設
計
と

工
事
を
一
体
と
し
て
発
注
す

る
性
能
発
注
方
式
で
、
受
注

し
た
業
者
が
設
計
書
作
成
の

た
め
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
埋
立
廃
棄

物
が
見
つ
か
り
、
さ
ら
に
11

箇
所
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
を

行
っ
た
と
こ
ろ
、
２
箇
所
か

ら
汚
染
土
壌
が
新
た
に
確
認

さ
れ
、
処
分
に
時
間
を
要
し

た
た
め
、
今
回
工
期
の
変
更
を

す
る
。

議
第
１
３
３
号
「
三
原
市
立

南
小
学
校
校
舎
建
設
工
事

︵
建
築
主
体
工
事
︶
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
」

議
第
１
３
４
号
「
三
原
市
立

南
小
学
校
屋
内
運
動
場
・
武

道
館
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

建
設
工
事
︵
建
築
主
体
工
事
︶

請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
」

議
第
１
３
５
号
「
三
原
市
立

南
小
学
校
・
武
道
館
・
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
建
設
工
事

︵
電
気
設
備
工
事
︶
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
」

　

三
原
市
立
南
小
学
校
校

舎
、屋
内
運
動
場
、武
道
館
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
新
築

工
事
に
関
す
る
請
負
契
約
の

締
結
を
行
う
。

問  

入
札
撤
回
と
入
札
辞
退

に
よ
り
、
結
果
と
し
て
１
者

入
札
で
あ
る
が
、
競
争
性
な

ど
に
問
題
が
あ
る
の
で
は
。

答  

入
札
辞
退
は
入
札
期
間

内
に
電
子
入
札
を
せ
ず
、
撤

回
は
直
前
の
入
札
の
結
果
に

応
じ
て
処
理
を
し
た
も
の

で
、
落
札
者
が
入
札
す
る
時

は
、
１
者
入
札
と
は
知
る
こ

と
が
で
き
な
い
た
め
、
競
争

性
は
確
保
さ
れ
て
お
り
、
入

札
は
有
効
で
あ
る
。

問  

校
舎
建
設
は
、
市
内
業

者
で
、
対
応
で
き
る
と
考
え

る
が
、
大
手
業
者
と
市
内
業

者
で
Ｊ
Ｖ
を
組
ま
せ
る
必
要

が
あ
っ
た
の
か
。

答  

工
事
の
規
模
、競
争
性
、

過
去
の
実
績
等
を
考
慮
し
て

技
術
力
、
資
材
の
調
達
、
下

請
け
な
ど
を
含
め
た
総
合
的

な
管
理
能
力
を
求
め
た
も
の

で
あ
る
。

　
こ
の
他
４
件
の
議
案
を
含
め

た
８
件
に
つ
い
て
採
決
の
結
果
、

全
員
一
致
、
提
案
理
由
を
了
と

し
、
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

12
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
１
３
７
号
「
三
原
市
指
定

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
の
指
定
に
関
す
る
事
項
並

び
に
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー

ビ
ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備

及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」

議
第
１
３
８
号
「
三
原
市
指

定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
に

関
す
る
事
項
並
び
に
指
定
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
の
人
員
、
設
備
及

び
運
営
並
び
に
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効

果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す

る
基
準
を
定
め
る
条
例
制
定

に
つ
い
て
」

　
「
地
域
主
権
改
革
一
括
法
」

の
制
定
等
に
よ
る
介
護
保
険

法
の
改
正
に
伴
い
、
国
の
省

令
で
定
め
ら
れ
て
い
た
基
準

等
が
、
地
方
公
共
団
体
の
条

例
に
委
任
さ
れ
た
こ
と
に
よ

ザ
、
三
原
運
動
公
園
、
三
原
市

白
竜
湖
ス
ポ
ー
ツ
村
公
園
の

指
定
管
理
者
の
指
定
を
す
る
。

主
な
質
疑
の
内
容

問  

リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ

は
、
継
続
し
て
の
指
定
管
理

者
に
な
る
の
だ
か
ら
、
市
と
し

て
よ
り
積
極
的
な
取
り
組
み
を
促

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答  

今
回
は
５
年
間
と
い
う

長
期
の
指
定
期
間
で
あ
る
か

ら
、
指
定
管
理
者
と
十
分
協

議
し
な
が
ら
工
夫
・
改
善
が

図
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

　
そ
の
他
、
各
施
設
の
修
繕
、

更
新
に
関
す
る
意
見
が
あ
っ
た
。

　
各
案
と
も
全
員
一
致
に
よ

り
、
原
案
ど
お
り
、
可
決
す

べ
き
も
の
と
決
し
た
。

常
任
委
員
会
報
告

総
務
財
務
委
員
会

福
祉
文
教
委
員
会

南小学校建設予定地

三原リージョンプラザ

り
、本
市
の
条
例
を
整
備
す
る
。

主
な
質
疑
の
内
容

問
条
例
制
定
に
よ
る
変
更

点
は
あ
る
の
か
。

答
こ
れ
ま
で
省
令
で
定
め

ら
れ
て
い
た
基
準
と
同
じ
も

の
で
あ
る
た
め
、
混
乱
は
生

じ
な
い
も
の
と
考
え
る
。

議
第
１
３
９
号
「
三
原
市
立

学
校
設
置
条
例
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」

　
学
校
適
正
配
置
実
施
計
画

及
び
三
原
市
幼
稚
園
・
保
育

所
適
正
配
置
実
施
計
画
の
第

１
期
実
施
計
画
に
基
づ
く
、

小
学
校
及
び
幼
稚
園
の
統
廃

合
に
よ
り
、
八
幡
幼
稚
園
を

平
成
25
年
３
月
31
日
を
も
っ

て
廃
止
し
、
ま
た
、
既
に
休

園
と
な
っ
て
い
る
高
坂
幼
稚

園
、
三
原
幼
稚
園
、
糸
崎
幼

稚
園
に
つ
い
て
も
廃
止
す
る
た

め
、条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
。

　
　
　

議
第
１
４
０
号
「
三
原
リ
ー

ジ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
」

議
第
１
４
１
号
「
三
原
運
動

公
園
の
指
定
管
理
者
の
指
定

に
つ
い
て
」

議
第
１
４
２
号
「
三
原
市
白

竜
湖
ス
ポ
ー
ツ
村
公
園
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」

　

三
原
リ
ー
ジ
ョ
ン
プ
ラ
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12
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
１
４
３
号
「
三
原
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ム
設
置
及

び
管
理
条
例
等
の
一
部
改
正

に
つ
い
て
」

　

合
併
調
整
方
針
に
基
づ

き
、
市
所
有
の
集
会
施
設
の

管
理
運
営
の
統
一
化
を
図
る

た
め
、
一
部
を
拠
点
施
設
と

し
て
残
し
、
そ
れ
以
外
の
集

会
施
設
に
つ
い
て
は
地
元
の

希
望
に
よ
り
、
住
民
組
織
に

無
償
譲
渡
し
て
施
設
の
有
効

活
用
を
図
る
も
の
。

問  

今
回
無
償
譲
渡
す
る
12

施
設
は
、
建
築
か
ら
相
当
年

経
過
し
て
い
る
が
、
施
設
修

繕
や
水
の
確
保
の
為
の
ボ
ー

リ
ン
グ
工
事
に
つ
い
て
は
、

補
助
対
象
と
な
る
の
か
。

答  

施
設
修
繕
や
こ
の
工
事

は
補
助
対
象
で
あ
り
、
補
助

率
は
事
業
費
の
２
分
の
１
、

上
限
１
５
０
万
円
で
あ
る
。

議
第
１
４
４
号
「
三
原
市
白

龍
湖
親
水
公
園
の
指
定
管
理

者
の
指
定
に
つ
い
て
」

　

現
行
の
指
定
管
理
者
が
、

来
年
度
以
降
の
施
設
管
理
運

営
か
ら
撤
退
す
る
意
向
を
示

し
た
こ
と
か
ら
事
業
者
を
募

り
、
応
募
の
あ
っ
た
２
団
体

に
つ
い
て
、
指
定
管
理
者
選

考
委
員
会
で
申
請
書
類
の
審

査
、
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
、

新
し
く
「
ひ
ろ
し
ま
臨
空
飛と

来ら
い

」
を
指
定
管
理
者
と
し
て

指
定
す
る
も
の
。

問  

新
し
い
指
定
管
理
者
の

活
動
目
的
は
。

答  

臨
空
区
域
内
に
お
い

て
、
県
・
市
な
ら
び
に
近
隣

の
地
域
と
協
力
し
て
、芸
術・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、

環
境
の
保
全
、
情
報
化
の
発

展
、
職
業
能
力
活
用
、
雇
用

の
拡
充
な
ど
の
諸
活
動
を
通

じ
て
、
地
域
内
の
活
性
化
と

賑
わ
い
の
創
出
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

会
員
は
、
会
社
経
営
者
、

産
業
プ
ラ
ン
ナ
ー
や
中
小
企

業
診
断
士
な
ど
で
構
成
さ

れ
、
多
様
な
社
会
的
問
題
を

解
決
す
る
と
い
う
高
い
意
識

を
も
っ
て
活
動
さ
れ
て
お

り
、
期
待
し
て
い
る
。

議
第
１
４
６
号
「
三
原
市
大

和
サ
イ
ク
リ
ン
グ
タ
ー
ミ
ナ

ル
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に

つ
い
て
」

問  

小
さ
な
子
ど
も
が
自
転

車
の
練
習
を
す
る
に
は
最
適

な
場
所
で
、
半
日
も
い
た
ら

乗
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
る
と
の
声
を
聞
く
が
、
管

理
棟
と
グ
ラ
ン
ド
の
間
に
バ

ラ
ス
が
敷
い
て
あ
り
、
か
な

り
凹
凸
が
あ
る
。
安
全
の
面

か
ら
も
、
小
さ
い
砕
石
に
す

る
な
ど
の
検
討
が
必
要
で

は
。

答  

駐
車
場
等
は
舗
装
を
し

て
い
な
い
の
で
、
小
さ
な
砕

石
を
入
れ
る
な
ど
し
て
、
誰

で
も
が
利
用
し
や
す
い
よ
う

な
方
法
を
指
定
管
理
者
と
考

え
て
い
く
。

　
議
第
１
４
４
号
に
つ
い
て

は
賛
成
多
数
に
よ
り
、
こ
の

他
２
件
の
条
例
改
正
を
含
め

た
４
件
に
つ
い
て
採
決
の
結

果
、全
員
一
致
で
可
決
し
た
。

12
月
定
例
会
付
託
議
案
審
査

議
第
１
４
９
号
「
三
原
市
市

道
に
設
け
る
道
路
標
識
の
寸

法
を
定
め
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
」

　

議
第
１
４
９
号
は
、「
地

域
主
権
改
革
一
括
法
」
に
伴

う
道
路
法
第
45
条
の
改
正
に

よ
り
、
国
の
省
令
で
定
め
ら

れ
て
い
た
、
案
内
標
識
、
警

戒
標
識
、
縁
線
及
び
区
画
線

の
太
さ
な
ど
の
基
準
が
、
地

方
公
共
団
体
の
条
例
に
委
任

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
本
市

の
条
例
を
新
た
に
制
定
す
る

こ
と
に
つ
い
て
、
議
会
の
議

決
を
求
め
た
い
と
す
る
も

の
。

問  

制
定
す
る
条
例
の
内
容

は
。

答  

こ
の
条
例
は
、
案
内
標

識
及
び
警
戒
標
識
、
並
び
に

こ
れ
ら
に
付
置
さ
れ
る
補
助

標
識
等
の
色
や
デ
ザ
イ
ン
等

の
「
規
格
」
を
定
め
る
も
の

で
は
な
く
、
標
識
自
体
の
大

き
さ
、
縁
線
、
区
分
線
の
太

さ
、
文
字
や
記
号
の
大
き
さ

等
の
「
寸
法
」
の
基
準
を
定

め
る
も
の
で
あ
る
。

議
第
１
５
４
号
「
三
原
市
法

定
外
道
路
、
河
川
等
の
管
理

に
関
す
る
条
例
及
び
三
原
市

道
路
占
用
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」

　
近
年
の
全
国
的
な
土
地
価

格
の
下
落
等
に
よ
り
、
道
路

法
施
行
令
の
道
路
占
用
料
等

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴

い
、
道
路
法
施
行
令
に
準
拠

し
て
制
定
さ
れ
て
い
る
三
原

市
法
定
外
道
路
・
河
川

等
の
管
理
に
関
す
る

条
例
及
び
三
原
市
道

路
占
用
料
徴
収
条
例

の
一
部
を
改
正
し
た

い
と
す
る
も
の
。

問  

改
正
後
の
占
用
料

は
。

答  

こ
の
改
正
は
、
占

用
料
単
価
全
般
を
引

き
下
げ
る
も
の
で
あ

り
、
平
成
25
年
度
の
見

込
み
に
お
い
て
、
改
正
前
で

は
３
，
９
２
１
万
５
千
円
と

み
て
い
る
が
、改
正
後
は
３
，

４
８
２
万
２
千
円
と
な
り
、

約
10
％
、
４
３
９
万
３
千
円

の
減
額
に
な
る
見
込
み
で
あ

る
。

議
第
１
５
５
号
「
三
原
市
建

築
手
数
料
徴
収
条
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
」

　
「
都
市
の
低
炭
素
化
の
促

進
に
関
す
る
法
律
」
が
、
24

年
９
月
５
日
に
公
布
さ
れ
、

同
年
12
月
４
日
に
施
行
さ
れ

る
こ
と
に
伴
い
、
本
市
の
条

例
に
お
い
て
所
要
の
改
正
を

す
る
も
の
。
な
お
、
こ
の
法

律
は
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

で
あ
る
、
二
酸
化
炭
素
な
ど

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
を

抑
え
る
た
め
「
低
炭
素
建
築

物
」
認
定
制
度
を
創
設
し
、

低
炭
素
建
築
物
を
普
及
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

問  

低
炭
素
建
築
物
新
築
等

計
画
認
定
制
度
に
お
い
て
、

認
定
は
ど
の
よ
う
な
機
関
が

行
う
の
か
。

答  

建
築
主
事
を
置
く
所
管

行
政
庁
が
認
定
を
す
る
。

　
採
決
の
結
果
、全
員
一
致
、

提
案
理
由
を
了
と
し
、
原
案

ど
お
り
可
決
し
た
。

生
活
経
済
委
員
会

建
設
都
市
委
員
会

白竜湖親水公園内の道の駅

市道の案内標識
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